
ChatGPT に聞いてみた  欧州グリーンディールとは 

ChatGPT: 

欧州グリーンディール（European Green Deal）とは、EU（欧州連合）が掲げる「2050 年までに気候

中立（カーボンニュートラル）」を達成するための総合政策パッケージです。これは単なる環境政策

にとどまらず、産業、エネルギー、交通、農業、貿易、金融までを巻き込む**「経済と社会の大改

造」**と言えます。 

    基本情報 

項目 内容 

提案者 欧州委員会（委員長：ウルズラ・フォン・デア・ライエン） 

発表時期 2019 年 12 月 

主目標 2050 年までに EU 域内の温室効果ガス排出を実質ゼロにする（気候中立） 

中間目標 2030 年までに 1990 年比で少なくとも 55％の排出削減（従来の 40％から引き上げ） 

 

    グリーンディールの主要柱 

① クリーンエネルギーの転換 

• 再生可能エネルギー（太陽光・風力）への大規模投資 

• 石炭・天然ガスからの脱却 

• 水素（特にグリーン水素）の普及促進 

② 持続可能な産業・循環経済 

• 製品のリサイクル設計義務化（例：電化製品・自動車など） 

• 廃車の再資源化制度の強化（←今回のカルテル事件にも関係） 

• サプライチェーン全体での CO₂排出削減の可視化 

③ 持続可能なモビリティ（交通） 

• 電気自動車（EV）の普及と充電インフラの整備 

• 公共交通や鉄道網の強化 

• 航空・海運へのカーボンプライシング導入 



④ 環境・生物多様性保護 

• 農業政策のグリーン化（農薬・化学肥料の削減） 

• 森林保護、湿地帯・自然環境の回復 

• 持続可能な食料供給（「Farm to Fork 戦略」） 

⑤ 気候・環境正義の実現（公平な移行） 

• **「公正な移行基金（Just Transition Fund）」**を設け、炭素依存地域の労働者・企業・地

域を支援 

• 社会的弱者や低所得層への支援策（例えば建物の断熱改修費補助など） 

            財源と仕組み 

• EU 予算に加え、**「次世代 EU（NextGenerationEU）」復興基金（約 7500 億ユーロ）**の多

くをグリーンディールに振り向け 

• EU タクソノミー（グリーン投資の分類枠組み）による資本市場の誘導 

• **炭素国境調整メカニズム（CBAM）**導入で、域外からの輸入にも CO₂コストを課す（脱

炭素競争力の確保） 

      重要な法的枠組み 

1. 「欧州気候法（European Climate Law）」 

 → 2050 年気候中立を法制化 

2. 「Fit for 55」パッケージ 

 → 2030 年の温室効果ガス 55％削減に向けた具体的法案群（2021 年提案） 

          日本・世界への影響 

• 炭素排出の可視化・削減が求められるため、日本企業も対応を迫られる。 

• 特にトヨタや日産など、EU 市場に展開する企業は、EV 化・素材再利用・排出計算義務な

どが強制力を持つ。 

• CBAM によって、鉄鋼・セメント・アルミ・肥料などの輸出も影響を受ける可能性がある。 

    まとめ：グリーンディールとは何か？ 



「欧州経済を脱炭素型へ完全に再設計する長期計画」 

産業のあり方から市民の生活スタイル、外交・通商までを含む、欧州史上最大規模の環境経済政

策。 
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